
■  簡易的ＳＣＵ（ソロチェアアンパイア）について        
 

 

 

 

【SCUをやる人】 

○ 個人戦の初戦に関しては、運営本部よりあらかじめ指定されたペア（の内、１名）が SCUを行う。 

○ ２戦目以降は、敗者のペア（の内、１名）がそのままコートに残り、SCU を行う。 

○ その他、本部運営からの指示に従いながら SCUを行う。 

 

【SCUのやること】 

① 試合前、若番の選手が持ってきたスコアシートを受け取り、選手名が合っているか確認する。 

② 試合中、スコアシートで主にゲーム数の記録をしていく。（ポイント数の記録は基本しなくてよい） 

③ 試合中、審判台に取り付けてあるデジスコボードを操作する。 

④ 試合中は選手のセルフジャッジで進行するが、選手の判定が明らかに間違っている場合はオーバールールす

る（SCUがミスジャッジと判断した場合、これを SCUの権限で訂正すること）。 

   例◆サービス時、明らかにインの球を、選手がフォルトと間違ってコール・ハンドサインしている場合。 

     「今のは、明らかにインでした。」（手を挙げ、選手全員に聞こえるようにはっきりと。） 

◆ラリー中、明らかにインの球を、選手がアウトと間違ってコール・ハンドサインしている場合。 

 「今のは、明らかにインでした。」（手を挙げ、選手全員に聞こえるようにはっきりと。） 

  ※SCU自身があいまいな場合、無理して言わなくてよい。明らかな場合のみオーバールールする。 

⑤ 試合終了後、勝者にスコアシートを渡す。 

 

 

※試合進行上、困ったことや気になることがあれば、ロービングアンパイアを呼び、相談すること。 

 （あいまいなまま試合進行して、不利益を被るのは選手たち自身です。公正・公平な試合のためにも、何か

気になることがあれば手を挙げるなどして遠慮なくロービングアンパイアを呼んで相談してください。） 

※SCU は選手から「アウトでしたよね？」などと聞かれても、過去にさかのぼって判定を覆してはならない。 

セルフジャッジで試合進行している以上、選手自ら SCU にイン・アウト等に関する質問などはしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以上、群馬県中体連・中テ連ルールです。 

セルフジャッジと同じように選手が自分側のコートのラインに関する判定をし、 

審判台に座った SCUがスコアシートを記入したり、必要に応じてオーバールールをしたりする試合方式

です。 

選手たちが公正・公平に試合進行できるよう、 

一人一人が SCU として責任をもって取り組みましょう。 

選手たち自身も、SCU に敬意を払いながら、 

互いに気持ちよくプレイできるよう協力しましょう。 


